
宙、ｍ＼＼等農業排水筒策協議会の これまでの旬、組 と令和４ 年度の蜀、組

平成 １７ 年に 「回万十ＪＩ Ｉ流域のＭＪ　Ｉ　Ｉ　をきれいにする条嘔」 を制定し、農業濁水流鴇防止筒策の旬、

り祖みをＳ化する ため、生産者祖織、ＪＡ、 愛媛県、 聚翳市ぢで「広見ＪＩ Ｉ等農業排水筒策協議会」が

設をされました。

亶Ｘ協議会の恬動は、 ＦＥＩ植え前後の農業排水パト ロールや、モデル地区を鼈定し濁水防止看板の鼈

置、 浅水代かきの啓発、止水板の髱砿等を行っています。 その他、 平成 ２９ 年度に土質調を、 令和
万元年度に回万十市と の意見交換会、令和２ 年度に石膏資材をまい水口Ｅ弗の濁水軽減の実をと米の品

質調まを行いました。 この石膏資材投入によ り濁水が軽減する こと を確認しました。

令和 ４年 ４１ １４ 日・ ４ｊラｊ　２６　日・ ５１ １７ 日に宇和島市ミｍｘ～鬼北 Ｒ］‘～松野Ｆ～回万十市拡川

崎地 ［ヌ：で河丿 日の農業排水パト ロールを行いました。 回万十川支流域２１ヶ所で採縦 した水の濁りを

測定する透視度駅で計・した数値はＳＩ」添 １になり ます。

令加 ４年 １１　１　２９　日に、高知県 ・回万十市・ 関係団体 ・售協議会で意見交換会を行い、各ガの取

り組み状況や展望について議論 し、 最後の清流回 万十ＪＩ Ｉを守る 活動を継続するこ とを回し合いまし

た。

令加４年度は、これまで３ 年間行った石膏資材実証に より 、安定した濁水軽減効果を確認できた

こと から、水 口ＥＩへの石膏資材歌入で栽培した米を 「自然環境米－ミ間のせせらぎー」 ・「 自然環境米一鬼
北のせせ らぎー」 として令和４ 年１２　１　２７　日（火） から東光を開始しました。 今後は水稲代かき作

業の濁水軽減に［；ｉ］けた石膏資材娶Ｊｍ皿の拡大と普八のままを回 ります。

図－ １　 四万十市等と 広見ＪＩ Ｉ等農業排水筒策協議会の意乳交換会（四万十市江ｊ ｌｌ 畸）

※「代かき」 作業 とは、水 口ＥＩの土を トラ クタ で砕いて混ぜた後に、 水口］に水を入れて土を紬かくト

ロトロ状態に して、水 田を平ら にな らす作業。代かき作業は口ＥＩ植ま でに ２回行い １回 目を 「荒代か

き」 ２回 目を 「本代かき」 とい う。

※代かき作業の目 白タＪは。①水ｍの水漏れを防 ぐ。 ②水 鴉の表面を均一に して水を兔体にいきわたせ

る。 ③‾硴が植えやす くな る。 ④ぞ料をまんべんなく 混ぜえめ る。



自然環境米取 り扱い箇所については、八下の とお りです。

（数量Ｗ定で無く なり しだい販売終了）

自然環境米一二回 のせせら ぎ・ ：道の駅みな とオアシスう わじまき さいやだ場

宇加島観光情報センターシロシタ

宇和島市ふる さと納税返礼脆

自然環境米一鬼えのせせら ぎー ：道の駅森のミ角ぼうし

鬼北Ｕふるさ と納税返礼脆
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図－ ２　 ミ默と鬼北の 自然環境米の米袋
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図－ ３　 自然環境米の圭産農家
ｅ



令和４年広ｌ，Ｊ ＩＩ等農業排水が策協議会ｊｉ］・ ＪＩ Ｉ濁水状況調を
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